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束
天
王
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私

す
さ
の
を
の
み
こ
と

く
し
い
な
だ
ひ
め
の
み
こ
と
》

群
祭
神
素
讓
鳴
令
・
奇
稲
田
姫
令
人
ね
評
子
神

桓
武
天
皇
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）
平
安
京
遷
都
の
際
に
、
王
城
守
護
の
為
平
安
京
の
四
方
に
建
立
さ
れ
た

社
の
一
つ
で
、
都
の
東
（
卯
の
方
位
）
に
鎮
座
す
る
事
か
ら
東
天
王
と
称
し
た
．

清
和
天
皇
が
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
に
造
営
、
後
醍
醐
天
皇
も
造
営
、
室
町
時
代
に
は
足
利
義
政
が
修
造
、

幕
府
と
の
関
係
も
深
く
、
平
家
物
語
は
官
幣
四
十
一
社
に
加
え
て
い
る
。

治
承
一
一
年
（
二
七
八
）
に
、
中
宮
の
御
産
の
奉
幣
を
賜
っ
た
事
か
ら
、
安
産
の
神
と
し
て
祈
願
す
る
信
仰

子
授
け
・
安
→
産
・
録
鎗
び
の
粋

ご
祭
神
速
素
蓋
鴨
尊
が
出
雲
国
の
簸
の
川
で
、
八
俣
大
蛇
か
ら
奇
稲
田
姫
命
を
救
う
為
、
十
拳
剣
を
振
る
い

見
事
退
治
。
姫
と
固
く
結
ば
れ
夫
婦
神
と
な
ら
れ
た
有
名
な
故
事
に
よ
り
、
縁
結
び
の
神
と
し
て
と
て
も

信
仰
が
厚
い
。

ま
た
往
時
背
後
の
紫
雲
山
を
始
め
境
内
一
帯
が
う
さ
ぎ
の
生
息
地
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
う
さ
ぎ
は
神
様
の

神
使
い
と
伝
え
ら
れ
、
本
殿
や
境
内
の
灯
篭
・
狛
兎
・
斎
館
等
に
う
さ
ぎ
の
彫
刻
像
が
あ
り
、
特
に
手
水

屋
形
に
あ
る
子
授
け
う
さ
ぎ
像
は
参
拝
者
の
人
気
を
集
め
、
祭
神
が
八
柱
も
の
御
子
神
を
も
う
け
ら
れ
、

う
さ
ぎ
が
多
産
ず
あ
る
事
か
ら
子
授
け
の
神
と
し
て
祈
願
信
仰
さ
れ
て
い
る

が
あ
る
。
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